
● 2020年10月 首相所信表明演説にて2050年までにカーボンニュートラルを目指すことを宣言
● 2021年 5月 改正温暖化対策推進法において、2050年カーボンニュートラルを基本理念に位置付け。
● 2021年10月 地球温暖化対策計画を策定。「2030年度において、温室効果ガスを2013年度から

46％削減することを目指す。さらに50％の高みに向け挑戦を続けていく」と目標設定。
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Ⅰ．本計画の背景

Ⅱ．温室効果ガス排出量の推移

●温室効果ガス排出量は減少傾向。
●2020年度においては、2013年度から約21％削減。
●電気由来の温室効果ガス排出量が5割以上を占める。

Ⅲ．温室効果ガス排出量削減目標

Ⅳ．目標達成に向けた取組

省エネの普及拡大・創エネ蓄エネの普及拡大・移動手段の脱炭素化・使用電気の脱炭素化・
環境価値の創造の5つの柱を軸に施策を展開します。

Ⅴ．本計画の期間及び進捗管理

PDCAサイクルによる継続的改善を図ります。

<Plan>計画の策定・改定
<Do>取組の推進
<Check>進捗状況の点検・評価と結果の公表
<Act>点検結果を踏まえて、取組の視点や

計画を見直し

2028年度の削減量(2020年度比)

本計画は、2023年度を計画初年度とし、2028年度までの6年間を計画期間とします。
ただし、社会情勢や環境問題の変化等に応じて、適宜、見直しの検討を行います。

第４次伊丹市地球温暖化対策推進実行計画（事務事業編）（概要版）

背景（国の動向）
💡本計画のポイント

● 温室効果ガス削減目標：2030年度48%削減（2013年度比）
国の関連計画に見合う目標を設定

● 温室効果ガス削減に向けた取組：５つの柱を軸に取組
取組内容の具体化、取組による温室効果ガス削減量を算定

2030年度48％削減(2013年度比)とし、
さらに50%の高みを目指す。
本計画での温室効果ガス排出量削減目標は2028年度に
2013年度比42％削減とします。


